
　

鎌
倉
市
大
町
在
住
の
画
家

　

鎌
倉
市
大
町
在
住
の
画
家

・
村
田
佳
代
子
さ
ん
が

・
村
田
佳
代
子
さ
ん
が
1010
月

中
旬
、
金
婚
式
の
記
念
に
邸

中
旬
、
金
婚
式
の
記
念
に
邸

内
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設

内
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
設

し
、
し
、
1111
月
2222
日
ま
で
「
家
族

日
ま
で
「
家
族

　

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
や
江
ノ

　

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
や
江
ノ

電
の
車
窓
が
好
き
だ
。
観
光

電
の
車
窓
が
好
き
だ
。
観
光

地
へ
の
道
す
が
ら
人
の
息
吹

地
へ
の
道
す
が
ら
人
の
息
吹

を
感
ず
る
住
宅
街
を
走
り
抜

を
感
ず
る
住
宅
街
を
走
り
抜

け
る
景
観
が
い
い
。
湘
南
深

け
る
景
観
が
い
い
。
湘
南
深

沢
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
住
宅

沢
駅
か
ら
ほ
ど
近
い
、
住
宅

街
に
ぽ
つ
ん
と
禅
の
古
刹
、

街
に
ぽ
つ
ん
と
禅
の
古
刹
、

大
慶
寺
が
あ
ら
わ
れ
る
。

大
慶
寺
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　

弘
安
年
間
（
１
２
７
８
年

　

弘
安
年
間
（
１
２
７
８
年

〜
8787
年
）
創
建
の
壮
大
な
禅

年
）
創
建
の
壮
大
な
禅

宗
寺
院
で
、
臨
済
宗
に
多
大

宗
寺
院
で
、
臨
済
宗
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
渡
来
僧
、

な
影
響
を
与
え
た
渡
来
僧
、

大
休
正
念
（
仏
源
禅
師
）
を

大
休
正
念
（
仏
源
禅
師
）
を

開
山
と
す
る
古
刹
。
創
建
当

開
山
と
す
る
古
刹
。
創
建
当

初
は
塔
頭
が
５
つ
も
並
ぶ
関

初
は
塔
頭
が
５
つ
も
並
ぶ
関

東
十
刹
に
列
す
る
格
調
高
き

東
十
刹
に
列
す
る
格
調
高
き

大
寺
院
。「

大
寺
院
。「
寺て

ら
ぶ
ん

て
ら
ぶ
ん分
」の
地
名
の

」の
地
名
の

由
来
が
「
大
慶
寺
分
」、
つ

由
来
が
「
大
慶
寺
分
」、
つ

ま
り
「
寺
領
で
あ
っ
た
所
」

ま
り
「
寺
領
で
あ
っ
た
所
」

と
い
わ
れ
、
付
近
に
は
か
つ

と
い
わ
れ
、
付
近
に
は
か
つ

て
の
塔
頭
の
名
を
残
す
地
名

て
の
塔
頭
の
名
を
残
す
地
名

も
点
在
し
て
い
る
。

も
点
在
し
て
い
る
。

　

境
内
に
は
珍
し
い
茅
葺
き

　

境
内
に
は
珍
し
い
茅
葺
き

の
山
門
が
あ
り
、
そ
の
正
面

の
山
門
が
あ
り
、
そ
の
正
面

に
聳
え
立
つ
よ
う
に
仏
殿
が

に
聳
え
立
つ
よ
う
に
仏
殿
が

建
つ
。
和
尚
様
の
案
内
で
御

建
つ
。
和
尚
様
の
案
内
で
御

の
歴
史
」
と
い
う
絵
画
展
を

の
歴
史
」
と
い
う
絵
画
展
を

行
っ
て
い
る

行
っ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

鎌
倉
の
美
術
の
振
興
に
尽

　

鎌
倉
の
美
術
の
振
興
に
尽

力
し
て
い
る
鎌
倉
美
術
連
盟

力
し
て
い
る
鎌
倉
美
術
連
盟

代
表
の
村
田
さ
ん
は
、
日
頃

代
表
の
村
田
さ
ん
は
、
日
頃

か
ら
市
内
に
気
軽

か
ら
市
内
に
気
軽

に
利
用
で
き
る
ギ

に
利
用
で
き
る
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
少
な

ャ
ラ
リ
ー
が
少
な

い
こ
と
を
残
念
に

い
こ
と
を
残
念
に

思
い
、
市
民
の
発

思
い
、
市
民
の
発

表
の
場
づ
く
り
に

表
の
場
づ
く
り
に

自
宅
の
庭
を
提
供

自
宅
の
庭
を
提
供

し
よ
う
と
開
設
し

し
よ
う
と
開
設
し

た
。
広
さ

た
。
広
さ
1010
㎡
ほ
㎡
ほ

ど
の
ガ
ラ
ス
張
り

ど
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
建
物
で
、

の
建
物
で
、
2020
点

ほ
ど
の
小
品
が
飾

ほ
ど
の
小
品
が
飾

れ
る
よ
う
に
な
っ

れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

　

1111
月
６
日
午
後

月
６
日
午
後

２
時
、
邸
内
の
ミ
ニ
ホ
ー
ル

２
時
、
邸
内
の
ミ
ニ
ホ
ー
ル

で
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ

で
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
、
ソ
プ

ラ
ノ
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

ラ
ノ
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

合
に
は
、
郊
外
も
含
む
各
地

合
に
は
、
郊
外
も
含
む
各
地

か
ら
か
ら
2828
人
が
集
ま
り
歓
談
し

人
が
集
ま
り
歓
談
し

た
。
壁
に
飾
っ
た
江
ノ
電
の

た
。
壁
に
飾
っ
た
江
ノ
電
の

風
景
画
も
好
評
で
、
ゲ
ス
ト

風
景
画
も
好
評
で
、
ゲ
ス
ト

で
参
加
し
た
全
国
県
人

で
参
加
し
た
全
国
県
人

会
の
事
務
局
が
「
県
人

会
の
事
務
局
が
「
県
人

会
は
Ｎ
Ｙ
に

会
は
Ｎ
Ｙ
に
2525
以
上
あ

以
上
あ

る
が
、
市
単
位
の
会
は

る
が
、
市
単
位
の
会
は

初
め
て
で
は
な
い
か
」

初
め
て
で
は
な
い
か
」

と
話
し
た
と
い
う
。

と
話
し
た
と
い
う
。

　

発
起
人
で
代
表
幹
事

　

発
起
人
で
代
表
幹
事

の
篠
崎
さ
ん
は

の
篠
崎
さ
ん
は
1010
月
に
月
に

帰
国
し
た
折
、
鎌
倉
を

帰
国
し
た
折
、
鎌
倉
を

訪
れ
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

訪
れ
、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
い
る
親
戚
や
知
り
合

に
い
る
親
戚
や
知
り
合

い
な
ど
に
、
会
の
こ
と

い
な
ど
に
、
会
の
こ
と

本
尊
釈
迦
如
来
を
拝
し
た
。

本
尊
釈
迦
如
来
を
拝
し
た
。

像
は
堂
々
と
し
た
量
感
が
あ

像
は
堂
々
と
し
た
量
感
が
あ

り
、
歴
史
的
に
幾
多
の
数
奇

り
、
歴
史
的
に
幾
多
の
数
奇

な
運
命
を
辿
っ
た
御
本
尊
の

な
運
命
を
辿
っ
た
御
本
尊
の

お
顔
が
や
さ
し
く
見
え
た
。

お
顔
が
や
さ
し
く
見
え
た
。

頭
部
の
み
が
奇
跡
的
に
助
か

頭
部
の
み
が
奇
跡
的
に
助
か

り
村
民
が
修
復
す
る
が
、
再

り
村
民
が
修
復
す
る
が
、
再

び
上
杉
謙
信
の
鎌
倉
乱
入
。

び
上
杉
謙
信
の
鎌
倉
乱
入
。

前
難
を
恐
れ
て
本
尊
を
円
覚

前
難
を
恐
れ
て
本
尊
を
円
覚

寺
に
預
け
た
が
、
円
覚
寺
は

寺
に
預
け
た
が
、
円
覚
寺
は

永
禄
６
年
の
大
火
で
像
も
消

永
禄
６
年
の
大
火
で
像
も
消

失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で

円
覚
寺
１
５
４
世
奇
文
禅
才

円
覚
寺
１
５
４
世
奇
文
禅
才

禅
師
が
大
願
を
発
し
鎌
倉
仏

禅
師
が
大
願
を
発
し
鎌
倉
仏

師
快
円
に
命
じ
て
現
在
の
釈

師
快
円
に
命
じ
て
現
在
の
釈

迦
如
来
像
が
造
立
さ
れ
た
。

迦
如
来
像
が
造
立
さ
れ
た
。

　

栄
枯
盛
衰
、
人
々
の
苦
悩

　

栄
枯
盛
衰
、
人
々
の
苦
悩

を
受
け
止
め
慈
悲
が
滲
み
出

を
受
け
止
め
慈
悲
が
滲
み
出

す
様
な
像
は
、
こ
の
世
を
遠

す
様
な
像
は
、
こ
の
世
を
遠

く
ま
で
見
渡
し
人
々
の
平
穏

く
ま
で
見
渡
し
人
々
の
平
穏

無
事
を
願
っ
て
お
ら
れ
る
よ

無
事
を
願
っ
て
お
ら
れ
る
よ

う
だ
。
額
に
は
ル
ビ
ー
色
の

う
だ
。
額
に
は
ル
ビ
ー
色
の

白
毫
相
が
輝
い
て
い
た
。

白
毫
相
が
輝
い
て
い
た
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
漆
箔
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
漆
箔
。

像
高
像
高
7979
・
５
㎝
。
室
町
時
代
。

・
５
㎝
。
室
町
時
代
。

　

気
さ
く
に
明
る
く
お
話
さ

　

気
さ
く
に
明
る
く
お
話
さ

れ
る
和
尚
様
だ
が
、
そ
の
功

れ
る
和
尚
様
だ
が
、
そ
の
功

績
は
大
き
く
、
円
覚
寺
塔

績
は
大
き
く
、
円
覚
寺
塔

頭
、
そ
し
て
大
慶
寺
の
復
興

頭
、
そ
し
て
大
慶
寺
の
復
興

を
果
た
さ
れ
た
。
ま
た
前
住

を
果
た
さ
れ
た
。
ま
た
前
住

職
は
仏
教
学
者
（
文
学
博
士

職
は
仏
教
学
者
（
文
学
博
士

・
華
厳
学
権
威
）
の
鎌
田
茂

・
華
厳
学
権
威
）
の
鎌
田
茂

雄
先
生
が
お
ら
れ
た
縁
も
あ

雄
先
生
が
お
ら
れ
た
縁
も
あ

る
。
お
寺
も
仏
像
も
縁
あ
る

る
。
お
寺
も
仏
像
も
縁
あ
る

人
に
守
ら
れ
、
乱
世
を
切
り

人
に
守
ら
れ
、
乱
世
を
切
り

抜
け
、
今
に
受
け
継
が
れ
て

抜
け
、
今
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
有

い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
有

り
難
い
と
感
じ
た
。

り
難
い
と
感
じ
た
。

　

永
正
９
年
北
条
早
雲
の
鎌

　

永
正
９
年
北
条
早
雲
の
鎌

倉
攻
め
で
寺
は
壊
滅
的
被
害

倉
攻
め
で
寺
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
、
本
尊
釈
迦
如
来
は

を
受
け
、
本
尊
釈
迦
如
来
は

を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
Ｎ
Ｙ

を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
Ｎ
Ｙ

滞
在
中
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

滞
在
中
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
連
絡
し
て
も
ら
え
れ
ば

れ
ば
連
絡
し
て
も
ら
え
れ
ば

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
会
の

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
会
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
た
。

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
た
。

　

入
会
条
件
は
、
鎌
倉
市
出

　

入
会
条
件
は
、
鎌
倉
市
出

身
者
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
に

身
者
の
み
な
ら
ず
、
鎌
倉
に

馴
染
み
深
い
方
、
鎌
倉
と
何

馴
染
み
深
い
方
、
鎌
倉
と
何

ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
人
。

ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
人
。

連
絡
先
は
篠
崎

連
絡
先
は
篠
崎 

晃
さ
ん　

晃
さ
ん　

shinozaki@
optonline.

shinozaki@
optonline.

net
net　

脇
田

　

脇
田 

玲
子
さ
ん　

玲
子
さ
ん　

reiko.w
hland@

gm
ail.

reiko.w
hland@

gm
ail.

com
com

　

　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

　

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
、
鎌
倉
を
愛
し
、
鎌
倉

ク
で
、
鎌
倉
を
愛
し
、
鎌
倉

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
う

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
が
集
う

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
鎌
倉
会
」

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
鎌
倉
会
」

の
第
１
回
会
合
が
９
月

の
第
１
回
会
合
が
９
月
1515

日
、
現
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

日
、
現
地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

開
か
れ
、
発
足
式
が
行
わ
れ

開
か
れ
、
発
足
式
が
行
わ
れ

た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

今
年
７
月
初
旬
、
ニ
ュ
ー

　

今
年
７
月
初
旬
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
在
住
の
篠
崎
晃
さ
ん

ヨ
ー
ク
在
住
の
篠
崎
晃
さ
ん

（
7979
）と
脇
田
玲
子
さ
ん
が
出

）と
脇
田
玲
子
さ
ん
が
出

会
い
、
話
を
し
て
い
る
う
ち

会
い
、
話
を
し
て
い
る
う
ち

に
同
じ
鎌
倉
出
身
で
、
横
浜

に
同
じ
鎌
倉
出
身
で
、
横
浜

国
大
附
属
鎌
倉
小
学
校
の
同

国
大
附
属
鎌
倉
小
学
校
の
同

窓
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

窓
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
鎌

り
、
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
鎌

倉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る
集

倉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る
集

ま
り
を
作
ろ
う
」
と
、
媒
介

ま
り
を
作
ろ
う
」
と
、
媒
介

を
通
じ
て
呼
び
か
け
た
と
こ

を
通
じ
て
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
入
会
希
望
者
が

ろ
、
入
会
希
望
者
が
3030
人
に
人
に

も
及
ん
だ
。

も
及
ん
だ
。

　
「
新
橋
発
鎌
倉
着
」を
合
言

　
「
新
橋
発
鎌
倉
着
」を
合
言

葉
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス

葉
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス

ト
ラ
ン
新
橋
で
行
わ
れ
た
会

ト
ラ
ン
新
橋
で
行
わ
れ
た
会

が
開
か
れ
る
。
毎
回
さ
ま
ざ

が
開
か
れ
る
。
毎
回
さ
ま
ざ

ま
な
演
奏
者
を
招
い
て
２
０

ま
な
演
奏
者
を
招
い
て
２
０

０
６
年
か
ら
年
４
回
開
催
し

０
６
年
か
ら
年
４
回
開
催
し

て
お
り
、

て
お
り
、
4141
回
目
。
茶
菓
付

回
目
。
茶
菓
付

３
千
円
。
要
予
約
。
村
田
さ

３
千
円
。
要
予
約
。
村
田
さ

ん
は
「
美
術
と
音
楽
を
身
近

ん
は
「
美
術
と
音
楽
を
身
近

で
鑑
賞
で
き
る
場
と
し
て
、

で
鑑
賞
で
き
る
場
と
し
て
、

地
元
の
皆
様
に
楽
し
み
、
ま

地
元
の
皆
様
に
楽
し
み
、
ま

た
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

た
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

1212
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
因

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
因

ん
だ
作
品
展
、
１
月
は
鎌
倉

ん
だ
作
品
展
、
１
月
は
鎌
倉

の
画
伯
や
画
友
の
小
品
を
集

の
画
伯
や
画
友
の
小
品
を
集

め
た
新
春
展
を
予
定
。

め
た
新
春
展
を
予
定
。

　

火
曜
〜
土
曜
、
午
前

　

火
曜
〜
土
曜
、
午
前
1111
時

〜
午
後
４
時
。
入
場
自
由
。

〜
午
後
４
時
。
入
場
自
由
。

鎌
倉
市
大
町
２
―

鎌
倉
市
大
町
２
―
1010
―
2828
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2222
・
１
７
５
９

・
１
７
５
９

　

山
々
が
美
し
く
着

　

山
々
が
美
し
く
着

飾
る
飾
る
1111
月
。
今
年
さ

月
。
今
年
さ

ま
ざ
ま
な
色
に
木
々

ま
ざ
ま
な
色
に
木
々

が
染
ま
り
、
紅
葉
狩

が
染
ま
り
、
紅
葉
狩

り
な
ど
を
楽
し
み
に

り
な
ど
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
人
も
多
い

し
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
▼
鎌
倉
の
神
社

と
思
い
ま
す
▼
鎌
倉
の
神
社

仏
閣
な
ど
の
名
所
も
背
景
の

仏
閣
な
ど
の
名
所
も
背
景
の

色
が
変
わ
る
だ
け
で
、
別
世

色
が
変
わ
る
だ
け
で
、
別
世

界
に
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

界
に
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

▼
街
並
み
に
目
を
移
す
と
、

▼
街
並
み
に
目
を
移
す
と
、

毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
お
店

毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
お
店

が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
新

が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
新

し
い
出
会
い
や
発
見
も
あ

し
い
出
会
い
や
発
見
も
あ

り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち

り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち

は
嬉
し
い
の
で
す
が
、
全
国

は
嬉
し
い
の
で
す
が
、
全
国

ど
こ
に
行
っ
て
も
見
か
け
る

ど
こ
に
行
っ
て
も
見
か
け
る

お
店
が
多
い
よ
う
な
気
が
し

お
店
が
多
い
よ
う
な
気
が
し

ま
す
▼
昨
年
、
九
州
の
観
光

ま
す
▼
昨
年
、
九
州
の
観
光

地
を
訪
ね
た
際
に
鎌
倉
に
も

地
を
訪
ね
た
際
に
鎌
倉
に
も

存
在
す
る
お
店
を
多
く
目
に

存
在
す
る
お
店
を
多
く
目
に

し
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ

し
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ

り
、
衝
撃
で
し
た
▼
鎌
倉
の

り
、
衝
撃
で
し
た
▼
鎌
倉
の

街
並
み
も
紅
葉
の
よ
う
に
さ

街
並
み
も
紅
葉
の
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
色
で
染
ま
っ
て
い

ま
ざ
ま
な
色
で
染
ま
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
魅
力
的
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
魅
力
的
で
あ

り
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で

り
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

▼

　

▼
宝
物
風
入

宝
物
風
入　

３
〜
５
日
、

　

３
〜
５
日
、

円
覚
寺
・
建
長
寺
。

円
覚
寺
・
建
長
寺
。

　

▼

　

▼
国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開

国
宝
舎
利
殿
特
別
公
開　

３
〜
５
日
、
円
覚
寺
。

３
〜
５
日
、
円
覚
寺
。

　

▼

　

▼
火
焚
き
祭

火
焚
き
祭　

８
日

　

８
日
1414
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
丸
山
稲
荷

鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
丸
山
稲
荷

社
。
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
祈

社
。
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
祈

願
。
鎌
倉
神
楽
奉
納
。

願
。
鎌
倉
神
楽
奉
納
。

　

▼

　

▼
写
真
供
養
感
謝
祭

写
真
供
養
感
謝
祭　

1212
日

1111
時
浄
智
寺

時
浄
智
寺 

（
７
面
に
紹
介
）

（
７
面
に
紹
介
）

　

▼

　

▼
「
七
五
三
」
の
宮
参
り

「
七
五
三
」
の
宮
参
り

1515
日
。
女
子
７
歳
「
帯
結

日
。
女
子
７
歳
「
帯
結

び
」、
男
子
５
歳
「
袴
着
け
」、

び
」、
男
子
５
歳
「
袴
着
け
」、

男
女
３
歳
息
災
と
幸
福
祈
願
。

男
女
３
歳
息
災
と
幸
福
祈
願
。

　

▼

　

▼
逗
子
流
鏑
馬
と
武
者
行
列

逗
子
流
鏑
馬
と
武
者
行
列

　

2020
日
1010
時
2020
分
武
者
行
列

分
武
者
行
列

（
亀
岡
八
幡
宮
〜
）

（
亀
岡
八
幡
宮
〜
）
1313
時
流
鏑

時
流
鏑

馬
（
逗
子
海
岸
）

馬
（
逗
子
海
岸
）
（
７
面
に
紹

（
７
面
に
紹

介
）
介
）

　

▼

　

▼
時
頼
忌
大
俳
句
大
会

時
頼
忌
大
俳
句
大
会　

2323

日
1111
時
〜
投
句
。
建
長
寺
。

時
〜
投
句
。
建
長
寺
。

　

▼

　

▼
新
嘗
祭

新
嘗
祭　

2323
日
1010
時
、
鶴

時
、
鶴

岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝
と
国

岡
八
幡
宮
。
収
穫
の
感
謝
と
国

の
弥
栄
を
祈
念
。

の
弥
栄
を
祈
念
。

　

▼

　

▼
一
ツ
火
法
要

一
ツ
火
法
要　

2727
日
1818

時
、
遊
行
寺
。
灯
火
を
燈
し
仏

時
、
遊
行
寺
。
灯
火
を
燈
し
仏

法
甦
り
念
仏
祈
念
。

法
甦
り
念
仏
祈
念
。

1111月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

大
慶
寺　

釈
迦
如
来
坐
像

大
慶
寺　

釈
迦
如
来
坐
像

（6565）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

1111
月
６
日
に
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
も

月
６
日
に
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
も

庭
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設

庭
園
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
鎌
倉
会　

発
足

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
鎌
倉
会　

発
足

異
国
の
地
で
同
郷
の
よ
し
み

異
国
の
地
で
同
郷
の
よ
し
み

株式会社 斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」

鎌倉倶楽部プロデュース
斉藤建設から新しい冷暖房

壁・天井が冷暖房器になる

これからの冷暖房は

遠赤外線で…

株式会社 斉藤建設
斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」
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